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論 文 の 要 旨 
 
 
題 目   静的荷重を受けるスカーフ接着継手の有限要素法応力解析と強度に関する研究 
 
（A Study on Finite Element Stress Analysis and Strength of Scarf Adhesive Joints under Static Loadings） 
 
 




















では，二次元有限要素法（FEM）計算ではスカーフ角 θ＝52°で特異性は消失するが，三次元 FEM 計算







































































曲げモーメントを受ける場合は 2 の場合が強度は向上することを示している。 
6） 接着長さ一定の場合と被着体幅一定の場合のスカーフ接着継手に関して，引張荷重を受ける場合の破断
時引張荷重は被着体幅一定の場合のスカーフ継手の方が大きくなり，継手強度は両者での差異が小さい
ことを示している。曲げモーメントを受ける場合には被着体幅が重要な因子となり，被着体幅一定の場
合のスカーフ継手の方が有利であることを示している。 
最後に，今後さらに検討が必要な研究課題についても述べている。 
 
